
 ～グリーン経済セミナー～ 

14:
30  

受付開始 

15:
00  

開 会 ・ 主催者挨拶 

15:
10 
 

第１部： 《 最新環境白書を読み解く  》 
      環境省職員より第４次環境基本計画の概要を説明し、最新
の環境白書より、温暖化対策、循環型社会、自    
      然共生型社会の形成について報告します。 

16:
30 

第２部：  《  求められるグリーン経済とは  》  

   ・環境ビジネスの動向
を知る 
    環境省     ○○      

環境経済観測調査より環境ビジネス
（グリーン経済）の現状について説明し
ます。 

  ・グリーン経済につなが
る民間企業活動 
     (株)三菱総合研究所 
○○ 

民間企業による温暖化対策とエネル
ギー利用の効率化の現状と今後につ
いて、事例紹介を含め説明します。 

17:
30 

閉 会 

中部地方環境事務所環境対策課 担当：曽山・村辻 
TEL：052-955-2134 FAX：052-951-8889 
E-mail:：REO-CHUBU@env.go.jp  

 ｜問合せ先｜ 

環境省に設置している中央環境審議会では、政府の環境保全に関する施策をまとめた第
４次環境基本計画の進捗状況の点検を行っています。 
この一環として、地域における環境保全に関する取組状況を把握するための、環境シン
ポジウムを開催いたします。 

 環境基本計画の点検にかかる 

 環境シンポジウム（中部会場） 

平成 ２７年８月２７日（木） 

13:30～16:00 

名古屋市公会堂 ４階 第７集会室 
（名古屋市昭和区鶴舞1-1-3） 

 定員：１００名 （参加無料） 
□基調講演 
  法政大学社会学部教授 
  中央環境審議会総合政策部会 臨時委員 田中 充 氏 
 

□事例報告 
  株式会社美ら地球     代表取締役 山田 拓 氏 
  NPO法人 てほへ     副理事長   大脇  聡 氏 
  NPO法人 くくのち  副理事長 小中 真道 氏 
  福井県高浜町まちづくり課 主査 米川 浩司 氏 
 

□パネルディスカッション 
    パネラー：中央環境審議会委員及び事例報告者 

主催 ：環境省 

※各事例報告内容や参加予定の中央環境 
 審議会委員は裏面をご確認ください。 

 

名古屋市公会堂  

（名古屋市昭和区鶴舞1-1-3） 
 
•地下鉄鶴舞線「鶴舞駅」下車 
 4番出口 徒歩2分 
•JR中央線「鶴舞駅」下車徒歩2分 
 公共交通機関にてお越し下さい。  

｜アクセスＭAP｜   

～里地里山の自然・文化を活用した持続可能な地域社会づくり～ 

締め切り：８月２０日（木） 
傍聴には事前の申込みが必要となります。 
電子メール又はFAXにてお申し込み下さい。 

 ｜申込方法｜ 



 環境基本計画の点検にかかる 

環境シンポジウム（中部会場）プログラム 
 

～里地里山の自然・文化を活用した持続可能な地域社会づくり～ 

基調講演 法政大学社会学部教授 
中央環境審議会総合政策部会 田中 充 臨時委員 

事例報告 

株式会社美ら地球 代表取締役 山田 拓 氏 

飛騨の暮らしを旅する、最もポピュラーなガイドツアーを実施。スローペースのサイク
リングで、季節ごとの農村の美しさを感じるだけでなく、里山に広がる文化・歴史を案
内している。平成23年五感で楽しむまち大賞環境大臣賞、エコツーリズム大賞優秀賞
（平成26年）、特別賞（平成23年）受賞。 

NPO法人 てほへ 副理事長 大脇 聡 氏 

プロの和太鼓集団「志多ら」が地域支援のために設立させたNPO。国の重要無形民俗文
化財「花祭り」の伝承を守る活動、和太鼓や篠笛等の伝統芸能を中心とする奥三河地域
の地域資源に関する体験・交流・社会教育プログラムを提供する活動や、日本の伝統楽
器和太鼓等の文化団体の活動支援に関する事業を行っている。平成26年度ふるさとづく
り大賞総務大臣賞受賞。 

NPO法人 くくのち 副理事長 小中 真道 氏 

測量会社の社員達が仕事の中で北陸地域の荒廃した林野・水源・農地を目の当たりにし、
金沢市東原町の地域と交流する中で、耕作放棄地・荒廃竹林・担い手不足といった様々
な課題を知ることが契機となってNPO法人を設立。里山整備にともなう地産地消の促進
事業、荒廃農地の活用事業を行ない、里山環境保全及び地域活性化を図る取組を行って
いる。 

福井県高浜町まちづくり課 主査 米川 浩司 氏 

高浜町内の海水浴場を中心とする海岸の環境維持に関し、海岸に係る多様な関係者が共
有できる客観的な基準や評価として、ビーチやマリーナを対象とするFEE（国際環境教
育基金）の環境認証「ブルーフラッグ」の認証取得に向けて活動することにより、これ
までの経済的な受益者中心の体制を転換し、行政や町内の住民・事業者が協働して、町
外の人・企業を巻き込み、将来に渡って持続可能な維持管理体制を構築することを目指
す取組を行っている。 

パネルディスカッション  パネラー：中央環境審議会委員及び事例報告者 

     参加予定の中央環境審議会総合政策部会委員 

浅野 直人 部会長 ｜福岡大学名誉教授 
崎田 裕子 委員  ｜ジャーナリスト、環境カウンセラー 
髙村 典子 委員  ｜国立研究開発法人国立環境研究所フェロー 
根本 恵司 臨時委員｜（一社）日本経済団体連合会環境安全委員会地球環境部会委員 
           トヨタ自動車（株）環境部部長 
三浦 由理 臨時委員｜(株)ナレッジトラスト代表 

受付・開場 12:30 

開会 13:30 

閉会 16:00 

平成27年8月27日（木） 13:30～16:00 
名古屋市公会堂 第７集会室 



※傍聴お申し込みの際に御記入いただいた個人情報は、本シンポジウムの開催目的以外に使用することはありません。 

  環境シンポジウム（中部会場） 傍聴申込書 

・傍聴には事前の申込みが必要となります。電子メール又はFAXにてお申し込み下さい。 
・FAXの方は、傍聴申込用紙に必要事項を記入の上、ＦＡＸ（０５２－９５１－８８８９）にてご送付下  
 さい。 
・電子メールの方は、[1]件名を「環境シンポジウム（中部会場）傍聴希望」とし、[2]住所、[3]氏名、 
 [4]連絡先電話番号（ＦＡＸ番号）、[5]職業、[6]年齢を明記の上、E-mail：REO-CHUBU@env.go.jp  
 あてにご送信下さい。 
・受付は先着順となっており、傍聴希望者が定員を超えた場合には、傍聴いただけない場合がございま 
 す。 
・傍聴いただけない方につきましては、事務局からその旨連絡いたします。 
・傍聴者に対する受付済みの連絡及び入場証等の発行はいたしませんので、ご了承ください。  

申込み先 
 中部地方環境事務所 環境対策課 担当：曽山・村辻 

  TEL：０５２－９５５－２１３４  
  FAX：０５２－９５１－８８８９ 

  E-mail：REO-CHUBU@env.go.jp 

締切り：８月２０日（木） 

 「環境シンポジウム（中部会場）」 傍聴申込書  
（FAX：０５２－９５１－８８８９） 

１ 

住 所 

氏 名 

連絡先 電話番号 ＦＡＸ番号 

職 業 年齢 

２ 

住 所 

氏 名 

連絡先 電話番号 ＦＡＸ番号 

職 業 年齢 

名古屋市公会堂 （名古屋市昭和区鶴舞1-1-3）  
• 地下鉄鶴舞線「鶴舞駅」下車4番出口 徒歩2分 
• 市バス「鶴舞公園前」下車 徒歩3分 
• JR中央線「鶴舞駅」下車 徒歩2分 
公共交通機関にてお越し下さい。 

■アクセスＭAP■   

日時： 平成27年8月27日（木） 13：30～16：00 
場所： 名古屋市公会堂 4階 第7集会室 

ふりがな 

ふりがな 


